
公的医療機関等２０２５プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

 

トヨタ記念病院 

【地域において今後担うべき役割】（Ｐ7） 

・ 当医療圏での医療需要は今後も増加が予想され、当院は地域の中核病院として、

地域包括ケアシステムにおける高度急性期・急性期を担い、地域の医療機関等との

連携をさらに強化していく。 

 ＜具体的な取組み＞ 

新病院でのチャレンジ 

１．高度急性期の医療の質向上 

      ①救急医療の拡充…血管外科の創設、手術室、GICU、麻酔科の拡充 

      ②総合内科の充実 

      ③緩和ケアの充実…緩和病棟新設 

２．CS No.1病院に向けて 

      ①光、空気の循環による明るく快適な環境 

      ②「入院用ロビーおよび患者ラウンジ」機能の充実 

      ③駐車場およびエントランスの快適さの追求 

３．地域支援病院として地域の医療機関の職員教育の充実 

４．BCP対応…免震、ヘリポート、約 3,000人の被災者受入スペース 

 

【今後持つべき病床機能】（Ｐ7） 

 

高度急性期・急性期病床機能  

 ・ 当医療圏は入院患者の自域依存率が高い地域である。近隣の医療圏も同様に2025

年に向けて人口が微増または横ばいで推移しており、他医療圏への流出は限度があ

り、また流出を防ぐことも期待されている。今後も高度急性期・急性期病院として、

地域完結が出来る様に当医療圏の患者を支えていく必要がある。 

 

 

 



 ＜今後の方針＞（Ｐ8） 

 現在 

（平成29年度病床機能報告） 

 将来 

（2025年度） 

高度急性期 182床  190床 

急性期 331床  337床 

回復期  →  

慢性期    

（合計） 513床  527床 

 ・標榜診療科名の見直し   ○：届出標榜科  △：院内標榜のみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【その他の数値目標】（Ｐ9） 

医療提供に関する項目 

・ 病床稼働率：  92%（新入院患者数 1,300名/月） 

・ 手術室稼働率： 4,900件 

・ 紹介率：  75% 

・ 逆紹介率：  90% 

資料２－３ 



 


